
～平成28年度交付決定額： 7,359 千円 平成29年度申請額： 3,272 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 29 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

地域に埋もれている特色ある伝統行事について調査することで伝統・文化のよさや豊かさに気付き、その価値や
意義を理解するとともに、自分の生まれ育った郷土に誇りと愛着を持つことにより、人口減少対策である定住化を
図る。また、地域住民が主体的に記録・保存・活用し、情報発信していく取組みを促進し訪れたくなる地域や回遊
する取組みを促進させる。ホームページへのアクセス件数により、どの伝統行事に対する情報が最も必要とされた
かを把握し、文化的資産の有効活用や観光資源として活用することの参考とする。また、各地域に伝わる伝統行事
を発表する機会を設けることにより、地域の結束や集落の独自性が再認識され、魅力や認知度の向上を図る。ま
た、地域内外の伝統芸能を鑑賞することで、保存継承についての意欲向上や保存活動に向けた取り組みや行動を促
す。

地方公共団体
担当部局課

若狭町歴史文化課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

福井県・若狭町  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

若狭町が本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導等を行う。
担当課は下記のとおり。
歴史文化課：各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等
また、補助事業は次の団体が実施する。

若狭町伝統文化保存協会（会長：田辺長生）
関連団体（小原区春祭り（獅子舞）保存会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

若狭町の文化遺産を活かした地域活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

小浜市・若狭町歴史文化基本構想（平成23年3月策定）を踏まえ、古くから継承されてきた伝統文化の意義を見直
し、町内に在存する貴重な伝統文化を次世代に保存・継承していくことを通して、住民の連帯感を高め、地域の活
性化を図ることを目的とする。この目的を達成すべく平成20年に設立した「若狭町伝統文化保存協会」が事業の実
施主体となり、行政と地域住民が連携しながら下記の取り組みを行う。

１．情報発信、人材育成事業
（１）伝統文化情報発信事業（平成25年度～平成29年度）
（２）住民による伝統文化記録保存体制の整備（平成25年度～平成29年度）
２．普及啓発事業
（１）伝統文化講演会の開催（平成24年度～平成29年度）
（２）伝統文化のつどい事業（平成24年度～平成29年度）
（３）伝統文化記録映像上映会（平成25年度）
３．継承事業
（１）用具の修理・新調（平成29年度）
４．記録作成、調査研究事業
（１）伝統文化実態調査報告書作成事業（平成24年度）
（２）伝統文化記録映像保存事業（平成26年度～平成29年度）
（３）伝統文化調査事業（平成26年度～平成29年度）

※小浜市・若狭町歴史文化基本構想 URL（http://www1.city.obama.fukui.jp/file/page/1120/doc/1.pdf）

地域文化遺産活性化

平成 24 年度 ～

事業概要： 日本遺産魅力発信推進事業

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

万人 万人 万人 万人 万人 万人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

27 年度 5.5 万人 ⇒ 平成 29

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 行・祭事の観光入込客数 関連事業: ①④

年度 6.0 万人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

年度

祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 若狭町伝統文化保存協会の会員数 関連事業: ②③⑤⑥

目標値２： 平成 28 年度 144 人 ⇒ 平成 29 年度 144 人

人

設定根拠２： 若狭町の総人口は平成2年以漸減している状況から、現状維持を設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

人 人人 人 人

設定根拠１： 平成27年度福井県観光入込客数（推計）の伸び率1.1倍を参考として、毎年度伸び率1.1倍と設定

様式１－１別紙①



人 人 人

年度 平成 30 年度

人 人 人

26 年度 平成 27 年度 平成

平成 29 年度 144 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 144 人 ⇒

～ 平成 29 年度

事業概要：
伝統文化に関する講演会を開催し、若狭町伝統文化保存協会活動に対する理解度を深め、新規会
員を確保する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 24 年度

名名 名 名

29 年度 平成 30 年度

名 名

27 年度 平成 28 年度 平成

名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成

名 ⇒ 平成 29 年度 15

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 伝統行事等の記録・保存する人材を設定

目標値： 平成 28 年度 10

～ 平成 29 年度

事業概要：
若狭町伝統文化保存協会集落会員による自主的な伝統行事の記録保存活動を促進し、伝統文化に
関する情報のデーターベース化を図っていく。

事業②： 住民による伝統文化記録保存体制の整備 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 25 年度

件件 件 件

29 年度 平成 30 年度

件 件

27 年度 平成 28 年度 平成

件

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成

件 ⇒ 平成 29 年度 1,000

若狭町伝統文化保存協会のホームページ閲覧数

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 29 年度

事業概要：
平成28年度に作成した若狭町伝統文化保存協会のホームページにおいて、町内の伝統文化の情報
内容を随時更新・追加していく

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 25 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 伝統文化情報発信事業 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

28 年度 平成 29平成 25 年度 平成

具体的な指標： 若狭町の総人口は平成2年以漸減している状況から、現状維持を設定

目標値：

・若狭町伝統文化保存協会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③： 伝統文化講演会の開催 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②



世帯世帯 世帯 世帯

29 年度 平成 30 年度

世帯 世帯

27 年度 平成 28 年度 平成

世帯

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成

世帯 ⇒ 平成 29 年度 33

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 地域住民54世帯のうち、伝統行事に参加する世帯数を6割に設定（小原区27世帯、南区27世帯）

目標値： 平成 28 年度 27

～ 平成 29 年度

事業概要：
若狭町小原に鎮座する石 比古比売神社の春祭り（4月第1日曜日）に上演される獅子舞の獅子

頭は、長年の使用による経年劣化により損傷が見られるため、専門家の指導・助言に基づき修理
を行うとともに、修理を契機に獅子舞の後継者養成に努める。

事業⑤： 用具の修理・新調 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度

名名 名 名

29 年度 平成 30 年度

名 名

27 年度 平成 28 年度 平成

名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 25 年度 平成 26 年度 平成

名 ⇒ 平成 29 年度 6

評価指標区分： 伝統行事への見学者、訪問者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 発表団体集落への地域外からの訪問者数（伝統行事への関心）

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 29 年度

事業概要：
地域内外に伝わる民俗芸能等を鑑賞することにより、文化交流人口の拡大、地域住民の文化享

受の機会を増加、住民の参加・協同・連帯の強化を図ることができる。また、地域に内存する伝
統行事や民俗芸能等に価値を見出し、その活用で地域の活性化を図る。

事業④： 伝統文化のつどい事業 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 26 年度

万人

万人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

万人 ⇒ 平成 29 年度 6.0

評価指標区分： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 平成27年度福井県観光入込客数（推計）の伸び率1.1倍を参考として、毎年度伸び率1.1倍と設定

目標値：

万人 万人 万人

29 年度 平成 30 年度

万人 万人

27 年度 平成 28 年度 平成平成 25 年度 平成 26 年度 平成

平成 27 年度 5.5

～ 平成 29 年度

事業概要：
平成28年度からの継続事業として「王の舞」調査を行い、日本遺産として認定された「御食国若
狭と鯖街道」の物語の磨き上げや、本調査を通じて地域の独自性を高め文化的価値や意義を見出
し、魅力向上を図る。

事業⑥： 伝統文化調査事業 実施団体： 若狭町伝統文化保存協会

事業区分： 調査研究 事業期間： 平成 28 年度


